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田

四

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
来
て
も
う
十
日
た
ち
ま
し
た
。
町
の
様
子
も
大
燈
わ
か

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
表
通
り
の
こ
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
さ

し
あ
た
り
今
日
は
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
大
事
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
便
り
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
町
全
鐙
が
そ
う
で
す
が
、
こ
こ
の
大
墜

も
ひ
ど
い
戦
災
を
う
け
、
目
下
復
興
の
最
中
で
す
。
大
事
の
中
庭
や
一
部

の
数
室
は
、
ま
だ
こ
わ
れ
た
煉
瓦
で
う
ま
ν

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
か
た
わ

ら
新
し
い
部
屋
が
ど
し
ど
し
治
ら
れ
て
い
ま
す
。
康
雄
の
よ
う
な
講
堂
に

立
汲
な
先
事
の
像
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
の
を
み
る
の
は
、
痛
ま
し
い

限
り
で
す
。
し
か
し
復
興
し
た
教
室
や
研
究
室
は
、
質
素
で
明
る
く
、
モ

ダ

l
ン
な
感
じ
が
し
ま
す
。

j

理
工
科
閥
係
に
は
、
い
わ
ゆ
る
テ
1

・ハ

1

(
テ
ヒ
ニ
ッ
シ
ェ
・
ホ
ァ

ホ
シ
ュ

l
レ
)
が
濁
立
し
て
近
所
に
あ
る
の
で
大
撃
は
つ
ぎ
の
七
事
部
し
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か
あ
り
ま
せ
ん
。
事
部
と
現
在
の
全
事
生
数
と
を
し
め
し
ま
す
と
、
づ
ぎ

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
紳
事
部
(
一
二
一
一
一
六
名
)
、
法
事
部
(
一
八
四
コ
一
名
)
、

経
済
挙
部
パ
一
一
二
六
五
名
)
、
墜
事
部
(
一
一

O
一
一
一
一
一
名
)
、
獣
警
事
部
(
コ
一

二
八
名
〉
、
哲
撃
部
(
二
五
二
九
名
)
、
自
然
科
皐
部
(
一
一
一
二
三
名
)
、
総

計
約
一
高
二
千
の
事
生
数
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
で
ド
イ
ツ
人
事
生
は

一
高
一
千
五
十
人
、
外
園
人
挙
生
は
九
育
五
十
人
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
等

生
に
封
し
て
教
授
・
助
教
授
・
講
師
・
助
手
等
大
事
側
ス
タ
y

フ
の
総
数

は
約
一
千
人
に
近
い
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

面
白
い
の
は
外
国
人
事
生
の
数
で
、
九
百
五
十
名
の
事
生
は
、
ド
イ
ツ

以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
一
十
七
ヶ
園
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
四
十
三
ヶ
闘

の
計
七
十
ヶ
閣
の
留
撃
生
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
撃
生
食
堂
は
人

種
の
展
覧
舎
揚
の
よ
う
で
、
仲
ん
ベ
一
愉
快
で
す
。
そ
れ
に
圏
際
情
勢
を
反
映

し
て
、
食
事
す
る
テ
ー
ブ
ル
ま
で
ち
ょ
っ
と
デ
リ
ケ
ー
ト
に
自
然
に
き
め

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
占
領
下
に
あ
っ
た
閥
係
か
ら
、
ア
メ
リ

カ
人
が
二
百
人
近
く
い
る
の
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
ア
メ
リ
カ
留
畢
生
の
大
部
分
は
哲
挙
部
、
つ
ま
り
日
本
流
で
い
う
文

事
部
に
籍
を
置
い
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
た
く
さ
ん
留
撃
生
を
出
し

て
い
る
園
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ノ
1
ル
ワ
ェ

l
、
ギ
リ
シ
ャ
等
で
、
い

ず
れ
も
五
十
名
以
上
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
で
は
イ
ラ
ン
、
エ
ジ
プ

ト
、
ト
ル
コ
が
断
然
多
く
、
こ
れ
ら
の
皐
生
は
多
く
は
瞥
撃
部
に
属
し
て

い
ま
す
。
日
本
か
ら
は
哲
挙
部
つ
ま
り
文
拳
闘
係
で
コ
一
人
、
法
事
で
一

人
、
計
四
名
で
す
。
先
日
も
ギ
リ
シ
ャ
の
挙
生
が
キ
プ
ロ
ス
問
題
で
食
堂

に
ビ
ラ
を
ま
い
て
、
ち
ょ
っ
品
緊
張
し
た
空
気
が
み
な
ぎ
り
ま
し
た
。
し

挙

界

治、

，息

か
し
カ
ペ
「
リ
ァ
ク
の
強
い
バ
イ
エ
ル
ン
の
こ
と
で
す
か
ら
、
事
生
の
政
治

的
な
闘
心
が
案
外
弱
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ

ャ
、
エ
ジ
プ
ト
等
の
皐
生
が
、
自
動
車
に
小
さ
い
自
園
の
園
旗
を
た
て
て

走
っ
て
い
る
の
を
み
ま
す
と
、
や
は
り
民
族
と
い
う
も
の
の
生
き
た
カ
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
率
問
の
た
め
に
は
園
境
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界

七
十
ヶ
園
の
血
の
気
の
多
い
事
生
達
と
食
事
を
共
に
し
て
い
ま
す
と
、
や

は
り
ラ
ッ
セ
(
民
族
)
と
い
う
こ
と
の
深
刻
な
釣
立
を
ひ
し
ひ
し
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

経
済
且
宇
都
は
さ
ら
に
園
民
経
済
事
科
、
経
営
経
済
事
科
、
林
皐
科
の
一
一
一

事
科
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
拳
生
数
は
そ
れ
ぞ
れ
七
七
三
名
、
ニ
ニ

九
四
名
、
九
八
名
で
、
経
営
経
済
撃
つ
ま
り
日
本
の
商
事
科
が
断
然
た
く

さ
ん
の
事
生
を
擁
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
戦
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
一
般

的
な
風
潮
だ
そ
う
で
す
仏

私
が
関
係
し
て
い
る
教
授
遼
は
、
法
事
部
の
法
制
史
の
教
授
ヘ
ル
マ

ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ
、
経
済
事
部
の
経
済
史
の
教
授
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ュ
L
U

グ
、
枇
舎
事
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
テ
ィ
ン
教
授
を
の
ぞ
い

て
は
す
べ
て
哲
事
部
の
人
達
で
す
。
哲
同
学
部
は
大
き
く
分
け
て
、
歴
史
・

哲
事
・
文
事
・
号
一
一
同
語
事
・
民
族
事
・
自
然
科
事
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
世
界
中
の
言
語
撃
が
開
議
さ
れ
て
お
り
、
非
常
な
壮
観
を
呈
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
言
語
撃
に
属
す
る
教
授
の
多
く
は
、
そ
の
園
の
文
化
史
も
や

れ
る
よ
う
な
人
ば
か
り
で
す
。
例
え
ば
日
本
に
も
知
ら
れ
た
ピ
ザ
ン
チ
ニ

ス
ト
の
フ
ラ
ン
ツ
・
デ
ル
ガ
1
教
授
ば
、
中
世
及
び
近
世
ギ
リ
シ
ャ
語
の

教
授
で
あ
り
、
グ
ル
マ
ン
古
代
史
の
オ
ッ
ト
1

・へ

1
ア
ラ
ー
は
北
欧
言
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語
撃
の
教
授
で
あ
り
、
説
話
文
撃
の
ハ
ミ
ッ
チ
ュ
さ
ん
は
今
事
期
か
ら
日

本
語
の
正
教
授
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
日
も
宗
教
哲
撃
の
ロ
ア
l
ノ
・
グ

ア
ル
デ
ィ

1

ニ
教
授
の
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
非
常
に
熱
の
こ
も
っ
た
も

の
で
し
た
。
歴
史
事
本
来
の
専
門
家
に
は
、
近
世
史
の
大
家
フ
ラ
ン
ツ
・

シ
ュ
ナ
1
ベ
ル
が
お
り
、
中
世
史
に
は
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ュ
ピ
ン
ド
ラ
1
、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
ポ
ェ

1
ル
、
古
代
末
期
・
中
世
初
期
に
は
シ
ェ
ン
ク
・

フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
ウ
フ
品
ン
ベ
ル
ク
、
中
世
哲
事
に
は
ア
ロ
イ
ス
・
デ
ン

プ
、
比
較
歴
史
撃
に
は
グ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
タ
ッ
ト
ミ
ュ
ラ
l
、
民
族
撃
に

は
ヘ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
マ
ン
、
名
血
管
教
授
の
ワ
ル
タ
l

・
グ
ッ
ツ
等
々
が
い

て
、
ま
こ
と
に
多
士
済
々
の
感
じ
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
多
か
れ
少
な

か
れ
日
本
に
い
る
時
に
そ
の
著
書
や
論
文
を
讃
ん
だ
人
々
で
す
の
で
、
何

と
な
く
親
し
み
を
感
じ
ま
す
が
、
三
十
代
の
若
い
研
究
者
も
次
か
ら
次
へ

と
輩
出
し
て
お
り
、
さ
す
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
西
濁
文
化
の
中
心
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
教
授
の
中
に
は
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
や
ベ
ル
リ
ン
か
ら
縛
じ
て
来
た

優
秀
な
人
も
多
く
、
州
政
府
も
こ
の
大
事
の
充
賓
に
非
常
に
熱
心
な
よ
う

で
す
。し
か
し
こ
こ
で
も
一
般
に
占
専
門
家
は
自
分
の
専
門
領
域
に
安
心
し
き
ヲ

96 

て
い
る
よ
う
な
風
潮
が
あ
り
、
世
界
岡
山
潮
の
う
ゴ
き
に
、
日
本
ほ
ど
気
を

く
ば
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
鮎
で
日
本
の
事
問
の
方
が
浅
く
っ
て
苦
し

く
、
ま
た
虞
い
親
野
で
な
や
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
バ
思
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
何
か
質
問
す
る
と
、
「
そ
れ
は
哲
拳
の
問
題
だ
」
と
か
、
「
そ
れ

は
宗
教
の
問
題
だ
」
と
い
う
風
に
、
に
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
代

り
、
専
門
知
識
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
正
反
封
に
、
ま
っ
た
く
身
に
づ
い

た
腹
か
ら
の
意
見
を
述
べ
て
く
れ
ま
す
。
頭
で
お
ぼ
え
た
だ
け
で
な
く
、

か
ら
だ
で
知
っ
た
知
識
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
撃
は
再
興
の
意
気
に
も
え
て
お
り
町
に
は
復
興
の
新
建
築
が
建
て
ら

れ
、
ナ
チ
オ
ナ
l
ル
・
テ
ア
l
タ
ー
に
は
一
九
五
八
年
ま
で
に
は
完
成
の

議
定
と
書
い
た
大
き
な
ビ
ラ
が
は
っ
て
あ
り
、
慎
重
に
、
し
か
も
勇
敢
に

立
ち
あ
が
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
雰
園
無
は
、
十
年
後
の
壮
観
を
想
わ
せ
る
の

に
充
分
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
約
三
ヶ
月
間
、
心
の
こ
り
な
く
こ
の
バ
イ

エ
ル
ン
の
首
都
の
撃
問
的
空
気
に
ひ
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
(
五

月
二
十
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
)

ハ
一
橋
大
拳
教
授
)
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